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何度も確認
─短期記憶障害への対応

　記憶障害は本人に自覚がありません。ついさっき聞いたり自分で確認したことでも、聞
いたことも答えてもらったことも、まして確認したことも「記憶にない」のです。忘れたこと
や繰り返しを責めてしまうと、結果、「嫌な思いをさせられた」という感情だけが本人に残っ
てしまいがちです。いらいらしたり、落ち込んだりして、その後の本人への対応が難しくなっ
てしまうので、責めるようなことはまず避けるべきでしょう。
　例えば、戸締りを繰り返すことは、開けっ放しで外出してしまい、もし泥棒に入られた
らどうしようという責任感からくる確認行動といえると思います。なぜそれを繰り返すのか、
その言動の良い面を見て、本人の気持ちを想像しながら対応することが肝要です。
　度重なる物忘れや記憶が薄れていくことへの恐怖や不安を一番感じているのはご本人な
のですから。

─金敷内科医院　金敷 博文（もの忘れ相談医）

対応法 ②
一目見てわかる「チェック表」を
作って、一緒にチェックしてみま
しょう。

対応法 ③
「大丈夫よ」などと声がけをして
みましょう。安心する言葉は一人
一人違うので、ぜひ工夫してみて
ください。

中核症状（必ず現れる症状）：短期記憶障害
　もの忘れは認知症の代表的な症状のひとつです。 外出前に何度も確認するという
ことは、数分前のことでも憶えていられない状況であるということです。
　記憶が固定化された長期記憶に対して、記憶時間の短い（せいぜい数分程度）の
記憶は短期記憶と呼ばれます。この場合は、その短期記憶が十分に保てないために、
「あれ？ どうだっかな？」と不安になってしまうのです。その不安感から、戸締りや持
ち物、火の始末などを、何度も何度も確認してしまうと考えられます。
　周りの人が同じことを何度も繰り返し聞かされたりすることも同じ要因です。うん
ざりして参ってしまい、本人に対して、ついつい叱ったり、いやな顔をしてしまうという
ことになりがちです。

対応法 ①
「指さし呼称、声だし確認」の要
領で、一つ一つ一緒に声をかけ
て、用意できるようにします。
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